
資料 7

山梨県の肝炎対策について

山梨県福祉保健部健康増進課

荒木 裕人

本国お話しすること

1肝炎対策における都道府県の役割|(1)肝
炎対策基本法上の位置づけ

(2)県 と市町村の役割分担

2山 梨県の肝炎・肝がんの状況
― (1)全国と‐の上L較 .‐ ― ― ― ―=― 一― ――一・ ― ―
(2)県内市町村の地域差

3山梨県ウイルス性肝炎対策関係事業について
(1)ウ イルス性肝炎対策関係事業の体系
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肝炎対策における都道府県の役割

肝炎対策基本法上の位置づけ

(地方公共団体の責務)

「第四条 地方公共団体は、基本理念にのつとり、肝炎対策に関し、
国との連携を図りつつ、その地域の特性に応じた施策を策定し、

及び実施する責務を有する。」

以下、「国及び地方公共団体は、～」

11(肝炎の予防の推進)・ 12(肝炎検査の質の向上)

13(専門的な知識及び技能を有する医師その他の医療従事者の育成)

・18(研究の推進等)・ 附2(肝硬変及び肝がんに関する施策の実施等)

肝炎対策における都道府県の役割

県と市町村の役割分担

○肝炎予防・・・県民市民への普及啓発。肝炎県民公開講座、モデル事業ふ

〇早期発見(検査)・ ―県保健所無料検査、市町村特定健診の肝炎検査

○医療体制の整備(ネットワークイリ

・・二肝疾患診療連携拠点病院を軸とした医療機関のネットワーク化

○医療補助制度・・口県によるインターフエロン助成事業

〇相談支援・・・連携拠点病院における実施
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C型肝炎ウイルス感染率
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C型肝炎ウイルス感染率
(県内市町村別)
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○ 緊 急 肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 事 業 《H20》

・保健所における無料検査に加え、平成20年度に限り、委託医療
機関において無料検査を実施することにより、検査の受診機会を
拡大し、感業者の早期発見を図る(国2/3県 1ノ3)

ウイルス性肝炎対策関係事業の体系図

嬌健所検査憮籾
~

住民基本検診(一部無料)

地区セミナーの開
催等による検査の
受診勧奨

臨藁轟覧?1轟
理警鷲[|

肝疾患診療に関する医療体制

【肝疾患診療連携拠点病院】 (山梨大学医学部附属病院 平成20年3月 5日指定)

¬R「 紹介口相談 鯉  遺事・研修

F可「辱琴警甲L〔撃緊継離i織船軍腎m―堕lT堕貯〕

○肝炎患者インターフェロン治療助成事業
《H20～26》

爵暑暑縣 懲 花3亀側 な
患者臆島晶 躙 五貪

・かかりつけ医
(定期的なtt康管理t専門医療機関治療
方針に基づ〈治療)

・専門医療機関
(治療方針の決定、精密検査の実施、
肝がんの早期診断)    .

0肝疾患
コーディネー
ター養成事
業《H21～》

○肝炎サポートネットワーク推進事業 《H19～》
1 肝炎対策協議会において、①要診療者状況把握や問題点の検討、②かかりつけ医と専門医療機関との連携調整、③市町村を中心とする
検査の 受診勧奨・治療に向けた保健指導を支援し、感染者・患者の早期発見・早期治療を図る
2全県的な正しい知識の普及啓発(シンポジウムの開催、バンフレット配布 )

―
躙

卿

―

肝炎手帳等を活用
した治療に向けた
保健指導

會 紹介 "相談 二垣憂_返事・
.研

修

【かかりつけ医】 (地域医療機関)



O目 的
肝炎手帳や地区セミナー等を活用した要診療者への保健指導

口相談支援、

かかりつけ医と専門医療機関との連携体制の構築を図り、市町村における

肝炎保健キ旨導のモデルを確立し、肝疾患の重症化を防止する。

○事業内容
①肝炎手帳を活用した要診療者への保健指導
・受診勧奨
口協力医療機関との連携
口相談支援等

②地区セミナーの開催
・地域、時間帯を変えて4回開催

③医療従事者研修会の開催

④市担当者研修会の開催

⑤地域の事情に則した普及啓発
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北杜市肝炎保健指導推進モデル事業

肝炎サポートネットワーク推進事業の中の位置づけ

聰

保健所
。地区セミナー、従事者研修
への講師派遣調整
・総合的な支援・助言
・肝炎手帳の作成

北社市肝炎保健指導推進モデル事業
山梨県
・肝炎対策協議会の設置
・地域の実情による普及

啓発

奪

=

治療への動機付け

精密検査
入院治療

/__^:

定期健康管理
INF治療
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事業成果

1.肝炎手帳への医療機関名 (及び医師名 )の掲載
・肝疾患診療ネットワークヘ繋がる医療機関を住民へ周知

地区セミナーでの治療への動機付け

,新規要診療者の把握
・参加者398名 (うち既把握者 270名、新規把握者28名 )
・インターフェロン治療費助成受給者証
交付数 31名 【12%】 (平成20年 10月 現在)

市肝炎対策推進会議の設置
・行政、市民、医療機関、患者の意見交換を実施

山梨県肝疾患コーディネTター養成事業
(肝疾患全般に携われる人材の養成による全県的な肝疾患

山梨県肝疾患コーディネーター
養成事業

山梨大学医学部

内科・外科・看護。栄養・生理・ウイルス学
等による肝疾患医療に関する横断的、体
系的講義・実習

1肝疾患診療連携拠点病院
(肝疾患医療ネットワークの中心)
2地域力

'ん
診療連携拠点病院

(月干がんの先進医療の提供)

肝炎対策協議会

要治療患者の現状把握、問題点の
検討
肝炎対策の検鉦
専門医療機関とかかりつけ医との
連携調整

山梨県

肝炎対策協議会の設置
肝炎サポートネットワータ推進事業
肝炎医療費助成事業

人材育成

♂ 継続研修、

医療連携    人材活用
支援  F~ 推進
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山梨県肝疾患コーディネーター養成事業

市町村保健師等の能力向上

・地域における肝疾患患者の支援
・要診療者を専門医療につなげる

ロ
ー
▼

薔
―
▼

曇
―
▼

・肝炎インターフエロン治療助成制度の利用促進

山梨県肝疾患童―ディネータ‐養成事業

○実施時期・方法

・平成21年 11月～平成22年 1月

・1時間ニコマ・8回のシリーズ講義+認定試験
・講義者・参加者の利便性を考慮に入れ、夕方5時～7時に開催

・同じ講義を2回を行い、どちらかに出席してもらう

O実施講義
甲B型肝炎、C型肝炎、肝硬変、肝がん、NASH等、外科的治療、

患者の精神的ケア、助成制度

O講義者
・山梨大学内科、外科、看護学部、県行政
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